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1.　答えはすべて解答用紙に書きなさい。
2.　問題は10ページあります。
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〔１〕次の 　　　　にあてはまる数を答えなさい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

− 1 − − 2 −



(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

− 1 − − 2 −



　箱にビー玉が入っています。まず，この箱からビー玉を全体の 　 だけ取り出しました。

次に箱に残ったビー玉の 　 を取り出しました。 箱に残ったビー玉を数えると  個

あったので，最初にあったビー玉は 　　　 個です。

ある商品を定価の  割引の値
ね

段
だん

で買ったとき，代金は  円でした。この商品の定価は

 　　円です。

　みかんが  個あります。このみかんを子どもたちに，  人  個ずつ配ると  個余り
ました。子どもの人数は 　　　 人です。

　「 in（インチ）」「 ft（フィート）」「 yd（ヤード）」はアメリカを中心に使われて
いる長さの単位です。  ft は  in，  yd は  inであるので，  ydは 　　　 ftです。

　歩
ほ

幅
はば

が  の人が，  分あたり  歩の速さで歩くと，時速 　　　 kmで歩いた
ことになります。

 の約数のうち，  番目に大きい約数は 　　　 です。

〔２〕次の 　　　 にあてはまる数や記号を答えなさい。

(1)

(2)

(4)

(6)

(5)

(3)

− 3 − − 4 −



　　　　　　　　　 　のカードが  枚ずつあります。この  枚から  枚を並べて  けたの

整数をつくります。このようにつくる整数のうち，  番目に大きい整数は 　　　 です。

(7)

13 cm

11 cmB

A
C

D

8 cm

4 cm

　図において，四角形ABCDの面積は 　　　 cm です。(9)

　下の図のように，同じ大きさの立方体を  つ積み重ねると，表面積はもとの立方体の

　　　  倍になります。

(10)

　Ａ組の生徒の人数は  人，Ｂ組の生徒の人数は  人です。あるテストでＡ組の生徒全員
の平均点は  点，Ｂ組の生徒全員の平均点は  点でした。Ａ組とＢ組の生徒全員の平均
点を四捨五入を使って小数第  位までのがい数で表すと 　　　 点です。

(8)

− 3 − − 4 −



〔３〕次の問いに答えなさい。

(1)

(2)

　下の図で，三角形ABCはABとACの長さが等しい二等辺三角形で，三角形ACDはACとAD
の長さが等しい二等辺三角形です。Ｂの周りの角の大きさは図のようにわかっています。この
とき角あの大きさを求めなさい。

　下の図において，  つの点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは半径  cmの円周を  等分した点です。
　　　　  の部分の面積は何cm ですか。ただし，円周率は  とする。
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− 5 − − 6 −



(3) 　図のように，直方体を組み合わせた形をした容器があります。この容器に，容積の半分の
体積の水を入れました。水面の高さは底から何cmですか。

(4) 　下の図は，「真剣味」と書いてある半径  cmの円が，直線上の点Aにあることを説明した
ものです。この円を直線の上をすべることなく転がします。
　点Ａから点Ｂまでの直線の長さは  cmです。この円を点Bまで転がしたときの「真剣味」
の向きに一番近いものは，次のア～エのうち 　　　 です。
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ア イ ウ エ

B

− 5 − − 6 −



　下の図のような辺ABの長さが  cm，辺ADの長さが  cmの長方形ABCDがあり
ます。辺AB，辺DCを  :  に分ける点をそれぞれＥ，Ｆとし，この  つの点を直線で
結びます。点Ｐは点Ａを出発してAD上を毎秒  cmの速さで，点ＱはＣを出発して毎秒  cm
の速さで，点Ｒは点Ｆを出発して毎秒  cmの速さで，それぞれ矢印の方向に動きます。
点Ｐと点Ｑを結んだ直線を直線PQと表すことにします。直線PQと直線EFが交わる点を
Ｓとすると，点Ｓは一定の速さで進みます。  つの点Ｐ，Ｑ，Ｒは同時に出発するものとして，
あとの問いに答えなさい。

〔４〕

(1) 　直線PQと辺ADが直角になるのは何秒後ですか。

(2) 　直線PQと辺ADが直角になるまでの，点Ｓが動く速さは毎秒何cmですか。
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− 7 − − 8 −



(3) 　  秒後の三角形PQRの面積は何cm ですか。

(4) 　直線PQと辺ADが直角になるときに，点Ｑの進む速さを毎秒  cmに変えることにします。
このとき，点Ｑが点Ｃを出発してから点Ｂに着くまでの時間と三角形PQRの面積の関係を
解答用紙のグラフに書きなさい。
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− 7 − − 8 −



　次の文章を読み，あとの問いに答えなさい。

　ある日，教室でＡさんがＢさんにマジックをひろうしています。 

Ａ「Ｂさん，あなたの年れいを  で割った余りはいくつですか？」
Ｂ「  」 
Ａ「  で割った余りは？」 
Ｂ「  」 
Ａ「  で割った余りは？」 
Ｂ「  」 
Ａ「う～ん…，ということは…，Ｂさんの年れいは 　　　 才だ！」
Ｂ「正解！でも同級生なんだから，二択で正解してしまうよ。」
Ａ「そうだね。それじゃあＢさんが思いうかべた  けたの数をあてよう。何でもいいから

好きな数字を  つ決めてください。」
Ｂ「……，よし，決まった！」
Ａ「その数を  で割った余りはいくつですか？」 
Ｂ「  」 
Ａ「  で割った余りは？」 
Ｂ「  」 
Ａ「  で割った余りは？」 
Ｂ「  」 
Ａ「よ～し，ちょっと待ってて……，あなたが思いうかべた数字は  ですね。」 
Ｂ「正解！ なんで分かったの！？」

〔５〕

　ＡさんがＢさんにひろうしたマジックは「数理マジック」と呼ばれるものです。数理
マジックは，数学の知識を利用したマジックです。ここで利用した数学の知識は，「

X
中国

剰余定理」というもので，  ～  世紀ごろ成立したと言われている中国の算術書『孫氏
算経』にも登場します。

　では，どうやってＡさんがＢさんの数字をあてたか，具体的に見ていきましょう。

　  つの余りを答えてもらったら，次のように，  つの数字を求めます。 
　　　  と  の最小公倍数は  

　　　　→  の倍数のうち  で割った余りが  であるもの …  

　　　  と  の最小公倍数は  

　　　　→  の倍数のうち  で割った余りが  であるもの …  

　　　  と  の最小公倍数は 　　　
　　　　→  　　　 の倍数のうち  で割った余りが  であるもの … 

− 9 − − 10 −

ア
ア イ



(3) 　下線部Ｘについて，中国剰余定理によると，「  ，  ，  」以外の数字の組でも，「どの
 つの数も  以外の公約数を持たない数字の組」であれば，数理マジックで使うことができます。

次のア～エのうち，数理マジックに使うことができる数の組はどれですか。記号です
〰〰
べ
〰〰
て
〰〰

答えなさい。

　　 ア　  ，  ， 　　イ　  ，  ， 　　ウ　  ，  ， 　　エ　  ，  ，

　  つの数字の和は  +  + 　　　 ＝ 　　　 です。ここで，  と  と  の最小公倍数は
 　　　 なので， 　　　 が  けたの数になるように 　　　 を 　　　 回引くと，相手が思いうか
べた数字の  になります。

(4) 　Ｂさんは，この数理マジックを利用して担任のＣ先生の年れいを聞き出そうとしました。
しかし，質問をするときに数をまちがってしまったため，次のような情報が得られました。
　　　Ｃ先生の年れいを  で割った余りは  である。 
　　　Ｃ先生の年れいを  で割った余りは  である。 
　　　Ｃ先生の年れいを  で割った余りは  である。 
　このとき，Ｃ先生が正しく答えていたとすると，Ｃ先生の年れいは何才ですか。

(1) 　文章中の 　ア　 ～ 　オ　 にあてはまる数を答えなさい。

(2) 　文章中の 　　　 にあてはまる数を答えなさい。

算数の問題はこれで終わりです。

ウ

エ エウ オ

− 9 − − 10 −

イ






